
平成30年 1月6日㊏
会場：本多の森ホール

　湯涌で生まれ湯涌で育ち早20年が経ち私達は成人を
迎えることができました。中学、高校を卒業して地元を離れ
自分の夢を追う仲間もいれば、地元に残って頑張っている
仲間もいます。それぞれの目標に向かって行く中で、こうし
てまたここ湯涌に集まって成人式を迎えられたことを私は
嬉しく思います。それぞれの成長を感じることができ私は良
い刺激を受けることができました。
　私は今年で社会人3年目を迎えます。社会に出て初めて
両親の存在の有り難みや社会の厳しさを感じました。20歳
という節目の歳として親孝行をし、少しずつ恩返しができて
いけたらなと思います。
　あわせて、湯涌青年団員としては、もうすぐ3年が経ちま
す。私にとって湯涌地域の方々の存在もとても大きなもので
した。湯涌の人々の温かさや、地域のイベントなどをみんな
で作り上げるそんな環境が私は大好きです。そんな湯涌の
人々に憧れを抱き背中を追いかけてきた私ですがまだまだ
超えられない壁がたくさんあります。いつか私も背中を追わ
れるような存在になれるよう社会人としても湯涌の漢として
も成長して行きたいです。
　来年度より湯涌青年団副団長もやらせていただくことに
なりました。今湯涌では難しい問題をたくさん抱えています
が、これからの湯涌が『湯涌』であるために盛り上げていけ
るよう頑張って行きたいと思います。

　ご成人の皆様おめでとうございます。
　私にとっては就任以来10回目となる節目の成人式となりま
した。
　城東地区の成人式は城東ブロック9館合同となっており、市内
の成人式では唯一、知事や市長がそろって参加する成人式です。
記念写真にも必ず参加していただいております。この事実は、
知事や市長が変わっても合同となった昭和39年より54年変わ
らないスタイルとなり、伝統となっております。城東ブロックの成
人者はある意味特別な成人式を迎えているとも言えます。少子
化により今後は会場の変更なども検討に入りましたが、守るべき
伝統は引き継がれていくことでしょう。
　湯涌の対象成人者は二桁から一桁へと減少の一途をたどって
いますが、和気あいあいの祝賀会も昔のままです。成人としての
決意を来賓やご両親の前で発表いただくシーンは、いつの日も感
動です。湯涌で育った成人者は地域に対する感謝の心を持った
素敵な大人に育っていることを毎回確認する機会でもあります。
　今後、どれだけ少ない参加者になろうとも地域の方々があなた
を見守り、大きく羽ばたいていくことを願い続けています。近い将
来その中の何人かがこの伝統を守り続けてくれることも期待して
おります。
　最後に、毎年ご参加いただいております各種団体長様、保護者
の皆様ありがとうございました。お気づきの点、ご要望がございま
したら公民館までご連絡ください。

成人式
平成29年度城東地区公民館合同

成人式を終えて 成人式に寄せて
新成人代表 深谷 拓未 館長 新井 一浩

おとこ

湯涌公民館	 芝原町イ59番地　TEL・FAX 235-1852　
 ホームページ：http://www3.spacelan.ne.jp/~yuwaku-hp/　e-mail：yuwaku-k@m3.spacelan.ne.jp
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花咲く
湯涌 “江戸村鉄砲隊演武と

いのしし感謝祭”

まるごとフェスタ
 「秋まつり」

花咲く湯涌・まちづくり
ネットワーク推進プロジェクト

平成29年度成人者

平成29年 9月17日㊐
会場：江戸村＆みどりの里
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本
年
二
月
の
評
議
員
会
に
お
い
て
、
湯
涌
地
区
社

会
福
祉
協
議
会
会
長
を
拝
命
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
中
田
久
志
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

　
当
協
議
会
は
、
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
、
町

会
連
合
会
を
は
じ
め
11
の
各
種
団
体
の
皆
様
に
ご
支

援
、
ご
協
力
を
頂
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。
先
ず
は
、
日
頃
か
ら
の
ご
尽
力
に
心
よ
り
厚
く

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
近
年
の
地
域
福
祉
を
取
り
巻
く
現
状
と
し

て
、
よ
く
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
「
少
子
高
齢
化
・
人

口
減
少
社
会
」
「
核
家
族
の
増
加
に
伴
う
扶
養
機
能

の
低
下
」
「
単
身
高
齢
者
の
社
会
的
孤
立
感
の
増

大
」
が
あ
り
ま
す
。
特
に
当
地
区
に
お
い
て
は
、
こ

の
現
象
が
著
し
く
進
行
し
て
い
る
も
の
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
課
題
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
支

援
を
必
要
と
す
る
世
帯
へ
の
仕
組
み
作
り
や
住
み
慣

れ
た
地
域
で
そ
し
て
自
家
で
安
心
・
安
全
に
暮
ら
す

こ
と
の
で
き
る
環
境
、
住
人
一
人
ひ
と
り
の
居
場
所

と
役
割
づ
く
り
が
大
事
で
あ
り
ま
す
。
地
域
福
祉
の

使
命
で
あ
り
ま
す
「
共
助
」
に
全
力
を
尽
く
し
推
進

に
取
り
組
み
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
か
け
が
え
の
な
い
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
自
己
の
持

つ
可
能
性
を
最
大
限
に
発
揮
し
な
が
ら
、
希
望
に
満

ち
て
喜
び
を
感
じ
心
豊
か
に
生
き
、
地
域
で
の
生
活

が
で
き
る
よ
う
、
地
域
全
体
で
支
え
合
い
の
で
き
る

地
域
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
方
か
ら
の
ご
指
導
ご

助
言
を
賜
り
な
が
ら
真
摯
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
ご
支
援
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

　
任
期
満
了
に
伴
い
、

こ
れ
ま
で
12
年
に
わ
た

り
地
域
の
福
祉
活
動
に

尽
力
く
だ
さ
っ
た
木
本

敏
夫
さ
ん
が
退
任
、平

成
30
年
度
か
ら
は
芝
原

町
の
中
田
久
志
さ
ん
が

会
長
と
な
り
ま
す
。

　
木
本
さ
ん
、長
い
間

ほ
ん
と
う
に
お
疲
れ
様

で
し
た
。

　今年度も町会や地区単位でさま
ざまな行事を行いました。
　家にこもりがちな方にも外出の
機会を提供し、楽しんでいただける
よう工夫を凝らしています。

平成29年10月10日(火)
　秋の一日、テルメ金沢で敬老会が開催されました。86名の方にご
参加いただき、おなじみ御供田幸子一座の踊りと唄とお芝居を楽し
みました。

　まちぐるみ福祉活動推進員の皆さんが一
人暮らしの高齢者のお宅へかいもちやゆず
味噌、お餅などをお届けしました。
　定期的に訪問することで、見守りを兼ねて
います。

　湯涌に移り住みもうすぐ１年半、30年ぶりという大雪と共に２回目の冬を
経験しました。雪すかしもなかなか大変で体もひどい。でも振り返って見る
山々は息を呑む美しさ。里山は春を過ぎて麦が色づき、夏の終わりにホップ
が実ります。

　昨秋、湯涌で育った大麦とホップを使ったクラフトビールが完成しました。校下の皆さまには
栽培とビール醸造という初めての試みにご支援ご協力いただき誠に有難うございました。
　今年もまた一歩ずつ前進していきたいと思います。これまでと同様お力添えの程、何卒
宜しくお願い致します。

有澤眞志子（上山町）
髙木　吉松（折谷町）
竹中　正直（羽場町）

就
任
ご
あ
い
さ
つ

湯
涌
地
区

社
会
福
祉
協
議
会

新
会
長
の
紹
介

福
祉
の
窓

平成29年 11月19日㊐
会場：津幡町文化会館シグナス

湯涌校下グラウンドゴルフ大会湯涌校下グラウンドゴルフ大会

1位
2位
3位

順位

平成29年 9月30日㊏
会場：湯涌農村広場

金沢市地域おこし協力隊活動報告

福寿草ボランティアグループ

敬老会

地域サロン

第20回日本太鼓ジュニアコンクール石川県大会第20回日本太鼓ジュニアコンクール石川県大会湯涌ちびっこどこどん鼓真

黒瀬 博之

湯涌ちびっこどこどん鼓真、芝原中学校和太鼓愛好会ともに特別賞受賞！

大麦畑

ビール醸造風景

乾杯！！

ホップ棚

（ 3 ）　第149号	 館　報　ゆ　わ　く	 平成30年３月15日



湯
涌
小
・
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原
中 

平
澤
校
長
先
生

　
秋
の
校
庭
や
野
山
に
は
、様
々
な

色
彩
や
木
の
葉
の
さ
さ
や
き
が
あ

ふ
れ
て
い
ま
す
。今
年
も
第
15
回
合

同
文
化
祭「
咲
か
せ
よ
う
文
化
の

花
in
湯
涌
〜
き
ず
な
で
む
す
ぼ
う 

み
ん
な
の
心
〜
」を
盛
大
に
実
施
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。大
勢
の
方

が
お
越
し
い
た
だ
き
、大
変
う
れ
し

く
思
い
ま
す
。ま
た
、い
ろ
い
ろ
な

事
情
に
も
ご
配
慮
い
た
だ
き
、あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
さ
て
今
年
は
、地
域
の
方
を
登

場
さ
せ
て
の
劇
や
５・６
年
生
と
中

学
生
と
の
合
同
合
唱
、英
語
や
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
発
表
、学
習
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
等
舞
台
内
容
に
一
工

夫
し
ま
し
た
。ま
た
、子
供
達
の
作

品
展
示
も
多
く
し
、文
化
祭
後
も

長
く
飾
り
ま
し
た
。い
か
が
だ
っ
た

で
し
ょ
う
か
。

　
改
め
て
子
供
達
の
素
晴
ら
し
さ

に
感
動
し
、私
自
身
心
も
お
腹
も

満
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。準

備
を
頑
張
っ
た
子
供
達
、応
援
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
保
護
者
や
地

域
の
皆
様
に
は
、心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。来
年
も
皆
様
と
と

も
に
楽
し
い
秋

の
ひ
と
と
き
を

演
出
で
き
れ

ば
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

湯
涌
小
学
校

山
本 

有
紗

　
私
は
、文
化
祭

を
終
え
て
す
ご
く

ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。

な
ぜ
な
ら
、私
は
、

運
営
委
員
長
と

し
て
、い
ろ
ん
な

役
割
が
あ
って
、ス

ム
ー
ズ
に
い
く
か

心
配
だ
っ
た
か
ら

で
す
。

　
で
も
私
は
、舞

台
に
上
が
っ
て
い

る
時
、お
客
さ
ん

た
ち
が
笑
っ
て
く

れ
た
の
を
見
て
、

す
ご
く
う
れ
し
く

な
り
、い
つ
も
よ
り

張
り
き
っ
て
で
き

ま
し
た
。

　
来
年
も
、地
域

の
方
々
に
来
て
も

ら
え
る
よ
う
な
楽

し
い
文
化
祭
に
な

る
よ
う
に
、全
校

生
徒
で一
致
団
結

し
て
が
ん
ば
っ
て

い
き
た
い
で
す
。

開会式　8:50～
●開会宣言　　　　　小学校１年生　全員
●開会の言葉　　　　学校長　　　　　　平澤晃一
　　　　　　　　　　公民館館長　　　　新井一浩
　　　　　　　　　　児童会運営委員長　山本有紗
●舞台発表の諸注意　なかゆし会（児童会・生徒会）

午前の部　9:00～
①湯涌ちびっこ
　どこどん 鼓真
②保育園園児
③小学校1～3年生
④ピアノ教室

⑤野村与嗣・山口栄一

休憩10：15～10：25
⑥中学校2年生
⑦小学校・中学校全員
⑧湯涌念仏踊り保存会
⑨小学校4～6年生

昼食11：10～12：40

太鼓演奏　「虫送り三昧」「自由打夢」

遊戯　　　「YMCA」
劇　　　　「2.5とうげ」
ピアノ演奏「キラキラおばけ」
　　　　   「ビビディ・バビディ・ブー」
　　　　　「ホールニューワールド」他2曲
ピアノ＆歌「Twinkle Twinkle Little Star」
　　　　　  Withわかばクラブ
踊り・お笑い 「富士山」「津軽慕情」
　　　　　「お座敷加賀鳶」

学習発表　  「芝原中へ行こう」
混声3部合唱「手紙」
踊り・歌　  「湯涌念仏踊り」
劇　　　　  「ほんとうのことを
　　　　　　  いっていいの？」

閉会式　15:15～ なかゆし会（児童会・生徒会）
●講評　　　　育友会会長　　　八田直樹
●閉会の言葉　公民館文化部長　板坂泰定
　　　　　　　生徒会会長　　　東谷莉夢
●閉会宣言　　生徒会副会長　　山下千尋

午後の部　12:40～
⑩琴湯会

⑪中学校和太鼓愛好会
⑫青年団
⑬小学校全員
⑭湯涌音頭保存会
⑮中学校2年生・3年生

⑯中学校3年生

休憩14：00～14：10
⑰ゆわく三弦会

⑱中年団バンド
⑲中学校全員
⑳全員

大正琴演奏「青い山脈」「瀬戸の花嫁」
　　　　　「千の風になって」
太鼓　　　「たにぐち」「虫送り太鼓」「響鳴」
ダンス　　「みらくるおもしろだんす」
太鼓演奏　「虫送り太鼓」
踊り　　　「湯涌音頭」「湯涌小唄」
英語スピーチ
2年生 東谷莉夢「My dream」
3年生 牧孝多朗「My hometown＆tennis」
メッセージ
3年生 岡野愛子「負けから得ること」

三味線演奏「越中おわら節」「こきりこ節」
　　　　　「真室川音頭」
合奏　　  「Winding road」「アンマー」
劇　　　　「もう1人のピノキオ」
抽選会　　素敵な景品が当たるよ！！
グラウンドゴルフ表彰式

平成29年 11月5日㊐
学校校舎＆体育館

湯
涌
の
里

た
く
さ
ん
咲
い
た 

笑
顔
の
輪

文
化
祭
を

　
　
　
終
え
て

多くの方より作品出展ありがとうございました。次回もご協力お願いいたします。文化部

第40回 文化祭 第15回 合同

咲かせよう文化の花in湯涌

テーマ
～きずなでむすぼう みんなの心～

プ
ロ
グ
ラ
ム

平成30年３月15日	 館　報　ゆ　わ　く	   第149号　（ 4 ）



平成30年 1月28日㊐
会場：湯涌みどりの里・旧白雲楼ホテル周辺

正月用フラワー
アレジメント教室

平成29年 12月19日㊋
会場：改善センター２Ｆホール パワーストーンの

ブレスレットづくり教室

平成29年 10月16日㊊
会場：改善センター２Ｆホール

公民館婦人部・校下婦人会共催

全国 公民館研究集会 「湯涌分科会」全国 公民館研究集会 「湯涌分科会」 平成29年 10月20日㊎
会場：金沢湯涌江戸村 旧石倉家 

平成30年 2月18日㊐
会場：金沢歌劇座公民館フェア”楽集”

金沢市公民館 永年勤続役職員表彰

公民館婦人部・校下婦人会共催

講師：石アクセサリー作家 能村フサ乃氏

城東ブロック公民館
ソフトバレーボール交歓会

平成29年 12月10日㊐
会場：金沢市城東体育館 湯涌保育園 クリスマス会 平成29年 12月16日㊏

会場：湯涌保育園

”氷室の仕込みとスノーシューハイク”
花咲く
湯涌

花咲く湯涌・まちづくり
ネットワーク推進プロジェクト まるごとフェスタ「冬まつり」

第５５回 金沢市公民館大会

作品展示
おめでとうございます！湯涌公民館から５名が表彰されました

優良役職員・永年勤続20年：坂本　厚志
永年勤続20年：髙坂　明弘
永年勤続15年：髙田喜代美

八田外志則
羽場　直嗣
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湯涌校下から6名の方が参加しました

全員見事完走！

田中　悦子（北袋町）
水口　秋男（東市瀬町）
山本　勇造（芝原町）

田中　大輔（北袋町）
髙　　俊浩（羽場町）
酒井　　弘（北袋町）

　前回（第6回）と同じ約10,000人が詰めかけ、この
祭りが定着してきているようです。来年の開湯1300年
を控え温泉の活性化のためにも長く続くように色々な
仕掛けを講じていかなければいけないと感じました。

（視聴覚・広報　記）

子育て支援メッセ
いしかわ２０１７

平成29年 11月12日㊐
会場：産業展示館４号館 冬のおたのしみ会

平成29年 12月17日㊐
会場：ジャンボボール

学校
育友会

育友会がブースを開設し小規模特認校の特色をアピール ボーリング大会

平成29年 10月29日㊐
応援場所：山側環状 カーマホームセンター前

少年連盟

平成29年 10月8日㊐
会場：湯涌温泉街・玉泉湖第7回 湯涌ぼんぼり祭り

昨年と同じく若者を中心とした人・人の波で埋まる

玉泉湖
浮ステージ

のぞみ札お焚き上げ

ぼんぼり
祭り巡行

湯涌青年団も
出店！！

主催者
挨拶

第３回 金沢マラソン応援

色々なパフォーマンス沿道応援 金沢百萬石太鼓

●公民館、育友会、青年団、移住者を中心に市長を囲み
湯涌の人口の推移、児童・生徒数推移及び移住者の現
況を説明。
●64歳以下が減少し、65歳以上はほぼ横ばいで高齢化
が進行している。
●次世代の若者が地元を離れた事により少子化となり
学校の存続問題がクローズアップされている。
●市長に特認校の良さを移住者からアピールし存続を
要望。

●市の都市計画課よりマスタープランの説明が
あり、①自然環境の保存②既存レクレーション
　施設の機能強化、交流活動推進による地域
の活性化③中山間地の定住基盤の充実を図
り人口流出の抑制の方針が示されました。
　2019年度の金沢市都市計画マスタープラン
　改定を前に、湯涌地区が市街化調整区域で
あるがために問題となっている点について
下記の見直しの提案をしました。
　・教育環境の維持
　・地域産業の保護
　・里山環境の保全

●街までのアクセスの良さ　●自然環境
●ゆったり大きな家に住みたかった（土地の安さ）
●湯涌温泉街 ●意外と近い ●静かで景色が最高
●地域の人との素敵な出会い　●山が好き
●親類が近くに住んでいた ●苔生す道に呼ばれた
●子供を育てるには最適な自然環境
●スムーズに紹介してもらえた
●自然大好きのこどもが町での生活より中山間地
での生活を希望した

●子供も親も山間部に住みたいとずっと思っていた
●皆さん活力があって風通しが良い
●様々な年代の大人・若者・子供がいつも混ざって
活動しているのがとても魅力的

●自然、田畑、民家、温泉街など
　調和がとれて町全体にいき
　いきしているように見えた
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23年度
年中以下

年長

合計

湯
涌
保
育
園

湯
涌
小
学
校

芝
原
中
学
校

1年生

2年生

3年生

4年生

5年生

6年生

合計

1年生

2年生

3年生

合計

24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度

湯涌校下への移住状況（H29.9月末現在）

2015年頃
2015年頃
2015年8月
2016年4月
2016年6月
2016年6月
2016年7月
2016年7月
2016年8月
2016年10月
2016年10月
2016年10月
2016年12月
2016年12月
2017年9月
2017年9月

時期 移　住　者 大人 子供
ＯＴさん
ＳＧさん
ＫＴさん
ＡＴさん
ＡＲさん
ＳＺさん
ＡＺさん
ＫＢさん
ＡＺさん
ＨＭさん
ＴＲさん
ＫＳさん
ＭＲさん
ＨＤさん
ＮＫさん
－　　　　

北袋町
下谷町
湯涌荒屋町
湯涌田子島町
北袋町
芝原町
湯涌町
湯涌田子島町
湯涌田子島町
北袋町
古郷町
湯涌田子島町
北袋町
北袋町
北袋町
湯涌荒屋町

50代男性
20代男性
30代家族
20代夫婦
30代家族
30代家族
50代 夫婦
30代 男性
30代家族
30代家族
こども農業体験ＮＰＯ
協力隊
30代家族
30代夫婦
30代家族
夫婦

1
1
2
2
2
2

2
2

1
2
2

2

1
2
1

1
1

2

県内
花咲くLIFE
県内
県外
県内
県内
県内
県外
県内
県内
県内、活動拠点
神奈川県
県内
県内
町内から引っ越し

未居住
未居住

未居住

移住者の声
～湯涌を選んだきっかけ～

平成29年 12月20日㊌
会場：改善センター２Ｆホール

平成29年 12月17日㊐
会場：改善センター２Ｆホール湯涌校下の現状についての報告

金沢市のまちづくりに関する意見交換会

市長と湯涌校下の未来を
見つめる意見交換会

平成30年３月15日	 館　報　ゆ　わ　く	   第149号　（ 6 ）



●公民館、育友会、青年団、移住者を中心に市長を囲み
湯涌の人口の推移、児童・生徒数推移及び移住者の現
況を説明。
●64歳以下が減少し、65歳以上はほぼ横ばいで高齢化
が進行している。
●次世代の若者が地元を離れた事により少子化となり
学校の存続問題がクローズアップされている。
●市長に特認校の良さを移住者からアピールし存続を
要望。

●市の都市計画課よりマスタープランの説明が
あり、①自然環境の保存②既存レクレーション
　施設の機能強化、交流活動推進による地域
の活性化③中山間地の定住基盤の充実を図
り人口流出の抑制の方針が示されました。
　2019年度の金沢市都市計画マスタープラン
　改定を前に、湯涌地区が市街化調整区域で
あるがために問題となっている点について
下記の見直しの提案をしました。
　・教育環境の維持
　・地域産業の保護
　・里山環境の保全

●街までのアクセスの良さ　●自然環境
●ゆったり大きな家に住みたかった（土地の安さ）
●湯涌温泉街 ●意外と近い ●静かで景色が最高
●地域の人との素敵な出会い　●山が好き
●親類が近くに住んでいた ●苔生す道に呼ばれた
●子供を育てるには最適な自然環境
●スムーズに紹介してもらえた
●自然大好きのこどもが町での生活より中山間地
での生活を希望した

●子供も親も山間部に住みたいとずっと思っていた
●皆さん活力があって風通しが良い
●様々な年代の大人・若者・子供がいつも混ざって
活動しているのがとても魅力的

●自然、田畑、民家、温泉街など
　調和がとれて町全体にいき
　いきしているように見えた
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湯涌校下への移住状況（H29.9月末現在）

2015年頃
2015年頃
2015年8月
2016年4月
2016年6月
2016年6月
2016年7月
2016年7月
2016年8月
2016年10月
2016年10月
2016年10月
2016年12月
2016年12月
2017年9月
2017年9月

時期 移　住　者 大人 子供
ＯＴさん
ＳＧさん
ＫＴさん
ＡＴさん
ＡＲさん
ＳＺさん
ＡＺさん
ＫＢさん
ＡＺさん
ＨＭさん
ＴＲさん
ＫＳさん
ＭＲさん
ＨＤさん
ＮＫさん
－　　　　

北袋町
下谷町
湯涌荒屋町
湯涌田子島町
北袋町
芝原町
湯涌町
湯涌田子島町
湯涌田子島町
北袋町
古郷町
湯涌田子島町
北袋町
北袋町
北袋町
湯涌荒屋町

50代男性
20代男性
30代家族
20代夫婦
30代家族
30代家族
50代 夫婦
30代 男性
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こども農業体験ＮＰＯ
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県内
県内
町内から引っ越し
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未居住

移住者の声
～湯涌を選んだきっかけ～

平成29年 12月20日㊌
会場：改善センター２Ｆホール

平成29年 12月17日㊐
会場：改善センター２Ｆホール湯涌校下の現状についての報告

金沢市のまちづくりに関する意見交換会

市長と湯涌校下の未来を
見つめる意見交換会
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　この度は、芝原中二
年の６名が立志の日を
迎えたことを大変喜ば
しく思います。立志と
は、「志を立てること」

「目標を決めて努力すること」をいいま
す。普段の生活の中で志を高くもって努
力できているかと聞かれても、大人でも
YESと言える人はどれくらいいるでしょ
うか。
　今年も昨年と同様立志の誓いとして、
彼女らそれぞれがこの十五年間の人生を

振り返り、前途ある未来に向かって夢と
希望にあふれる思いを地域の皆様の前
で宣言してくれました。また、家族や地
域の方々への感謝の思いも言葉にするこ
とができました。大人へと少しずつ歩み
を進めている６人ですが、多くの人の助
けがあってここまで成長できたと感じて
いると思います。それぞれの将来の夢は
違いますが、かけがえのないこの中学校
生活に６人で協力して最高の思い出を
作ってほしいと願っています。来春は、初
めての試練に向かいますが、力を合わせ
て乗り切ってくれると信じています。

　
昨
年
10
月
安
倍
総
理
に
よ
る
突
然
の

衆
議
院
解
散
選
挙
が
行
わ
れ
、
北
朝
鮮

に
よ
る
核
・
ミ
サ
イ
ル
開
発
も
あ
り
防

衛
問
題
が
一
争
点
と
な
り
ま
し
た
。

　
２
月
に
は
平
昌
冬
季
五
輪
が
開
催
さ

れ
、
日
本
選
手
の
史
上
最
多
13
個
の
メ

ダ
ル
獲
得
に
日
本
中
が
沸
き
ま
し
た
。

　
今
冬
は
北
陸
地
方
が
大
雪
と
な
り
、
北
海
道
で
も
昨
年
同
様
猛
吹
雪

と
な
り
、
日
本
列
島
が
大
寒
波
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
湯
涌
地
区
で
は

屋
根
雪
お
ろ
し
を
し
た
家
々
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
一
年
間
館
報
「
湯
涌
」
を
ご
愛
読
頂
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

来
年
度
も
親
し
み
の
あ
る
も
の
に
す
べ
く
頑
張
り
ま
す
の
で
宜
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

視
聴
覚
・
広
報
部

上梨　実栞
児玉　朋花
中村　鈴
八田　萌衣
東谷　莉夢
山下　千尋

北袋町
特認生
北袋町
芝原町
北袋町
湯涌町

平成30年 1月28日㊐
会場：玉泉湖・温泉街

平成30年 1月14日㊐
会場：改善センター2Fホール

平成30年 1月7日㊐
会場：湯涌温泉街

56年豪雪以来の大寒波

あ
と
が
き

2年担任 宮田 昭子

立志生徒氏名立志生徒氏名

テーブルマナー研修 会場：金沢国際ホテル

新年
互礼会

氷室
雪詰め

出初式

平成30年 2月4日㊐
立志の集い

式典 会場：改善センター2Fホール
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